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ŷ
r 
i
/
J
f
c
I
P
,
/
J 

i 

-
-

-

-
い
 

f 

. 

i 

 ̂

l
i }^
n
u
n
^*"■

]
,

第

十

五

卷(III 
ニ)

錄
ア
ーサー

•
八
>
テ
ィ
の
歷
史
1

第

號

.■，表

言
を
^
じ
た
も
办W

し
て
.：ゐ
る

0

.ま
た
米
®」

Veblen 

(Quarterly J
d
u
r
B
i

 

o
f 

E
c
o
n
c
r
m

p's' x
x
'
p
.

 

531) 

の
如
き
もM

a
t

M:.
を

,a
て
®
學
上
R

^
い
で
.唯
物
論

 ̂

で
あ
る
.ビ
云
ふ
の
は
階
級
_

-
を
以
て
、
理
性
な
く
、

.
5

Cな
き
11
)
活
、
r
果
.の
^
物
で
あ
..る
^
す
る
の
で
、
 

M
a
r
x

''
が
巌
識
的
に
階
鈒
闘
银
を
主
張
し
た
離
實
ご
掃 

-

着
ず
る
亡
し
て
、
を
の
主
張
を
斥
け
.て
ゐ
る
。，
故
.に
彼 

.の
學
說
は
、
生
活
の
.
質
的
资
料
化
對
す
る
_
爭
が
. 

社
爾
の
.發
達
を
«
約
す
るw

云
ふ
意
^
に

お

い

，て

、

物 

質
的
で
あ
る
^
云
ふ
^
ホ
が
出
來
るe:

で
あ
る
。(
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1 Socialism, 
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critical 

analysis, 
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1
8
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四

,
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p
l

y

は
、
こ

のM
a
r
x

の
喵
物
史
觀
に
對
し
て
如 

何
な
る
立
場
を
採
つ
て
ゐ
る
か
。
.こ
の
問
に
對
す
る
解 

溶

はP
e
n
t
y

の
滕
见
a
に
！T

す
る
策}

歩
で
'あ
る
。
.彼 

の
#

物
史
舰
に
對
す
石
態
度
は
I

,

の
批
判
铒
學
に

そ
0 '

拨

肋

を

偕

り

て

、

歷

史

學

の

根

本

性

®

か

ら

、
’
歷 

史

學

が.「

無
,

に

璺

節

な

る

：現

象

の

®

界

の

妒

か

ら

特 

0
の
個
體
現
象
を

T

本
®

的」

な
る
も
の
ビ
し
て
抽
出 

す
る

•

に
お
い
て
初
め
て
可
能
で
あ
る」

ビ
し
、
3
ぅ
し 

て
"「

滕
史
を

.

塵
史

•々

ら

：し

む

る

！

擇

原

理

は

.實

に

超

個 

性

的
t

、
普
遍
妥
當
性
を
要
求
す
る

.「

文
化
®

」

で 

ぁ
る
。
價
値
ぐ
關
係
1>

な
-

ぃ
：無
限
多
數
の
現
象
以
な
か 

r
常
に
文
化
價
値
の
實
现
に
»
献
ず
る
特
姝
の
現

力象
が
蛇
立
す
る
0
之：

れ
即
ち
勝
史
で
あ
る
！」

ど
し
、
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化
價
値
を
以
て
、「

規
範
ビ
し
で
の
道
義
的
發
展
の
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で
あ
る
ビ
す
るs

c
h
ultze-svernitz

の
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識
論
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立
場
か
ら
で
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な
い
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佐
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第
四
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唯
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史
観
說
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其
批
評
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そ
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過
去
並
^
現
在
の
歷
史
を
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察
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る
こ
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づ
て
、
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の
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ふ
所
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、

そ
の
實
際 

と
矛
盾
す
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a
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i
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立
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^
近
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も
の
が
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:
る
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で
あ
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。
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e
n
t
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は
明
白
に
次
の
文
章
の
內
に
、
そ
の
.立
場
を 

I S
.

C

V

て
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ゐ
.

る「

1^

級
»

^

說
は

«

會
の
，歷
史
の
說
明

.
'

V
J
.

 

t

て
は
、
奇
怪
に
し
て

«

れ̂
:

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は 

恰
度
注
意
し

•

て
不
幸
な
結
«
を
記
述
し
ヽ
記
述
に
殘
つ 

V
.

ゐ
な
ぃ
ビ
云
ふ
理
由
で
幸
福
な
結
她
の
存
花
を
沔
足 

す
る
：
や
ぅ
.
に

、

離

婚

：裁

刿

所

0.
0
0
か
ら
結
婚
ぬ
を
編 

む
や
5
な
も
の
で
あ
る
。
，

口

の

：主
张
す
る
所
は
恰 

度
そ
ん
：な
基

«

の
上
に
立

.

つ
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
を
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は
誤
つ
て
ゐ
る

o

然
し
を
は

#

の
主
張
す
る
所
が
謬
つ
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て 

ゐ
る
の
で
は
，な
ぐ
つ
，
で
、
',
:
彼

が

云ひ
足
ら
な
か
つ
た 

か
ら
で
あ
る」

と(rGuildmanwInterpretation
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ま
た
彼
は
マ

V

ク
ス
主
義
者
の
主
張
を

.

批
評
し
，な
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.

ら
、

@

分
の
立
場
を
明
が
に
し̂

ゐ
る
。.

日
く「

マ
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:

|

ク
ス
主
義
洛
が
祖
會
猶
進
化
ビ
0
し
て
ゐ
る
所
の
も
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は
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斯
く
の
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き
敎
義
ス
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へ
ば
中
肋
の
公
平
な
る
價
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濟
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果
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に
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理
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せ
ず
し
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創
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の
入
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る
の
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未
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の

起

源

；

V
■
襄

.

就
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て
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ギ

ル

ド
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歐

.洲

文

明

史

上

に
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い

て

決

し

て

看

過

す 

る
こ̂

の
出
來
な
い
蜇
耍
な
役
目
を
演
じ
た
も
の
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X

/
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て
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段
k

っ
で
|

。
ギ
ル
ド
は
®
に
科
學
及
ぴ
_
術

を

嘯

^

^

、 

商

業

を

助

成

し

、

ま̂多

<

'0
場

合

；自*
を

擁

鍵

し

'
た 

•
る
0
み

な

ら

ず

、

有

ら

ゆ

.
な

方

而

に

於

い

て

阈

民

の

性 

格
及
び
^
度

を
.形
造
っ
た
> ;
の
で
あ
っ
た
。
，ギ
レ
ド
は 

#
常
ft
腐
く
行§

1

旦
っ
て
_
難
ぜ
A
れ
た
殆
ん
ど
總
.て 

の
地
^
設
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
，
全
く
名
の
知
ら
.れ
て 

居
な
い
多
數
の
村
に
♦

ル
ド
ホ
ー
ル
の
跡
が
殘
？
 

居

石

どE
d
e
n

が
云
.っ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
が
、
し
か
し 

.キ
ル
ト
の
取
•源
、
即
ち
ギ
ル
ド
は
何
時
、
ま
た
如
何
に 

し
て
起
っ
た
も
の
•で
*'
る
か
に
就
い
て
は
、
仲
々
議
論 

が
岐
れ
て
ゐ
る
o
自
分
は
以
^
少
し
く
こ
の
ギ
ル
ド
の
：
 

起
源
に
就
い
て
、
特
に
猓
險
史
の
方
面
妒
ら
觀
察
し
て 

み
た
い
'£
思
ふ
の
で
あ
る
。

ギ
ル
、ド
に
關
し
て
は
旣
R
內
外
k
幾
多
の
有
益
な
る 

研
究
が
公
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。例
へ
ば
！
^
1
0与
，Gilds 

a
n
d

 B
n
e
n
d
l
y

 

societies; 

Smith, 

English 

Gilds; 

Hegel, 

s
&
t
e

 

g
d 

oilden; wiida, 

G
i
i
d
e
n
w
e
s
3
;

.

m

m

r

s

U

S

Ehrenberg, 

Giids:;::

ぞ
の
外

o
u
n
n
l
n
g
h
a
m

 

も A
s
h
-

 

l
e
y

も
ギ
ル
ド
に
就

t
述
べ
で
ゐ
る

o

就
中

Q

I
 

Gild 

M
e
r
c
h
a
n
t

の
如
き
は
乙
の
方
面
の
研
究
の
臼
眉 

>
o
T
B
r
e
n
t
a
n
o
0

HLStory 

s
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e
v
e
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VJ

典
に
弘
く
行
は
れ
て
ゐ
るc

邦
書
ど
し
て
は
福 

田fE 7
1
Q

續
經
濟
學
硏
究Q

第
二
！
！
經
濟
史
雜 

劣
に
收
め
ら
れ
て
居
り
、
ま
た
近
く
は
野
村
兼
太
郞
氏 

の
研
究
が
本
®
に
發
表
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。(

汗

 ̂

'氏
の
論
文
は
同
氏
の
論
文
集
經
濟
的
文
化
e
rr
學
に
採 

、
錄
せ
ら
れ
て
ゐ
.る)

S
分
の
こ
の
諭
文
は
前
に
も
®
ベ 

た
や
ぅ
^
主
ビ
し
，て
保
險
史
の
方
面
か
‘ら
觀
察
し
，た
も 

の
で
あ
つ
て Jack,. A

n

 

Jntr

-auction 

to the History
O
I Uf

e
 

A
s
s
u
r
a
n
c
e
,

及
び
.

w
a
i
f
b
a
.

 

T
h
e

 

‘L
l
s
u
l
c
e

c
y
c
l
o
p
i
a

に
摅
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ギ
ル
ド
の 

硏
究
ミ
し
て
は
不
十
分
©
ち
を
免
れ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
が
、 

甞
て
論
じ
た
ゴ
レ
ギ
ア
硏
究
の
.續
雜
S
も
見
る
.ベ-&
も
 

の
で
ぁ
る
か
ら
べ
玆
に
發
表
を
敕
て
す
，る

次
翁
で
あ
る
。

i

i

f

f

t

i

i

3
て
¥

ル
ド
ビ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ビ
ニ
ム
へ 

ば
、I.

般
に
中
世
ギ
ル
ド
ゆ
1

M
0 ,
相
互
扶
助
の
た
め 

k
tt
て
ら
れ
た
る
自
發
的
の
組
合
で
あ
る
と
い
ふ
に
歸 

す
る
が
、Bishop 

Gims, 

w
t
o
^
T
r
e
a
t
i
s
e 

(
I

八 

四
ニ
年
、E

d
i
n
b
u
r
g
h

出
版)

R

W
ぃ
て
述
ぶ
る
ビ

乙
 

ろ
は
次
の
如
ぐ
.で
あ
る
9

■

「

s

d
は
サ
ク
ソ
ン
®
オ
ジ
デ
ン
の
言
葉
で
あ
ク 

,
て
、『

支
«
ふ』

^
1
1
4

ふ
意
^
の

G
e
l
d
s

ま
‘た
は
. 

0
1
10.
目

1.
.ぅ
出
た
る
も
の
で
あ
^
。
；組
合
1
は
饥
合
. 

0
自
的
ヵ
宗
敎
上
の
.こ
: ^

.で
_.あ
る
.ヒ
.
^
:
.
^
.

を
間
は
.. 

士

.、
友
航
を
維
掩
す
シ
た
め
にGiidare :

®

ち
何
物 

か
を
支
拂(

貢
献)

し
な
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
^
の 

.
で

あ

る

。

：

-
.
•

」

應
る
に B

r
e
n
t
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o
.

は
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の
著 Essay on the Hlstorv: 

and .Development 
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\
七
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年

ン

こ.
A
、
、

、

で
說
：
て
日
く
；
'
, 

: 

:
:
■

;
.

.「G
i
l
d

を

G
e>s
.
即
ち
支
拂
ビ
關
聯
せ
し
む
る
こ
‘

第
十
五
饴

と
は
'誤
解
で
办
る
,o
眞
の
語
源
は
ク

エ
I

ル
ス
語 

:g
w
y
l

及
び
ブ
タ
ト
ン
語
に
て
祭
祀
ま
疗
は
休
：：1を 

意
味
す
る
g
o-
d

ま
た
は

cr
Q
-

o
u
i
i
に
あ
る
。「

VJ、

旦
.つ
说
は
こ
の
說
を
維
持
す
る
た
め
に
ォ
ラ
ン 

;

一
タ
鼯
^
て
锬
靡
を
意
!^
咴

る

^

&
0:
が
同
じ
<
ギ 

'
ド 

j

ま
，た
は
組
合(

Associati

o'n
)

の
ff
i
味
を
有
す
る
こ
ど
を 

一
.述
べ
て
ゐ
る
。

|

:.
こ
れ
を
要
す
る
-に
、
孰
れ
の
場
合
^
も
；ギ
ル
K
な
る 

|

言
葉
は
旗
に
' 六
般
の
目
的

,0
た
め
に
組
合
を
造
ぅ
た
る
 

ブ
人
.の
劇

膦

を

い

ふ

意

味

以

外

紀

：、

他

.の
意
.味
を

も

.有
つ 

て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
^」

^
'は
判
る
‘の
で
あ
冬
。
75
ち
_

,

5:
'
祭

ぅ

献

げ

物

を

な

す

こ

ぐ

し

が

¥
ル

ド

で

あ

つ

‘た

の
 

ー:.
:が

、
：後

，
^
は
そ
の
た
め
に
集
る
人
々
の
则
體
を
指
す
や
. 

ぅ
に
’な
つ
た
の
か
は
あ
る
ま
‘い
か
ビ
思
は
れ
‘る
の
で
あ 

る
。
こ
の
點
に
關
し
て
ば
福
出
博
士
と
！

I

じ
や
5
な
說 

を
採
る
：0
で
•あ
る
。
語
源
^
離
盤
す
る
こ
と
は」

見
全 

く
無
意
義
の
'や
5
で
.め
る
^
、：>

〕

0
場
合
後
^
詳
し
ぐ

第

一

號

r
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雜錄ギルドの起源に就いャ：
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號

1

ニ六

述
べ

.

る
如
く
宗
敎
的
儀
式
ビデ

ル
ド
ど
は
離
れ
る
，」

£ 

が
出
來
な
い
關
係
に
あ
る
こ
ミ
を
考
へ
る
ど
決
し
て̂

 

用
.

の
之
ビ
で
は
な
い
こ

S

が
剑
る
。
さ
ぅ
し
て
ギ
ル
ド 

は
&
後
に
は
一
純
の
共
同
生
活
の
则
體
を
指
す
も
の
ど 

な
つ
た
の
で
あ
る
が
こ

れ

は

®

て
十
世
紀
以
後
の
へ

こ
S

 

で

あ

る(

尙
こ
の
點
k
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す
る
英
"
獨
、
哪
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伊
等
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:

同

_
語
に
就
ぃ
て
は
.福
田
博
士
，め
續

«

濟

學

矶

夂

*
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a
i
f
o
r
d
》
o
y
d
o

甘
.

asdia 

參
照)

.

.

.

.

.‘

.11 

……

以
上
：は
ギ
ル
ド
の
語
源
及
び
僻
義
に
就
ぃ
て
述
べ

P

 

の
で
あ
る
が
、
然
か
ら
ば
|
體
ギ
ル
ド
は
如
何
な
る
事 

愦
の
許

k

發
生
し
た
も
の
：で
あ
る
か
。
そ
れ
は
へ
明
か
に 

中
央
の
權
カ
が
薄
弱
で
あ
る
か
、
或

'^ '

は
全
然
か
、
る

- 

.

も
0

が
存

ff
i

し
な
い

f

、#

つ
て
龙

_

は
擁
譴
.せ
ら 

れ
ず
窮
乏
は
救
恤
せ
ら

れ

ぬ
場
合
に
、組
合

(
A

s
s

o
c

i
a

-

 

c r
o

n)

：
：を
紐
_
す
る

k

■至
る
，」

€

は
尤
も
自
然
で
あ 

る
の
み
な
ら
す
、
必
要
缺
くV

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る

.

,

入
拙
稿「

«
險
史
上
に
於
，け
1
コ

y

ギ
ァ」

三
田
學
會
雜 

訪
大
‘正
九
年
-
月
號
所
載
參
照}

。
Gross

は
同
じ
康
を 

.社
會
不
安
足
に
し
て
求
^
の
狀
態
に
あ
る
間
は
^
抑
の 

飢
合
が
國
家
に
ょ
ぅ
て
漸
次
行
は
る
ベ
き
多
く
の
必
要 

.
に
備
へ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ビ
云
a
、G

i
e
r
k
e

は
'ギ
ル
ド

制
度
の
發
生
を
促
す
ど
こ
ろ
の
不
秧
序
がf

三
六
ニ
年 

の

B
5

s
e

G
e

s
e

l
i

s
c

h
a

f
t

及

び

一

三

八

一

年

の

丨 

s
e

l
l

s
c

h
a

f
t

を
組
織
せ
し
む
る̂

至
つ
た
ビ
云
つ
て
ゐ
る
。

己
れ
は
寧
ろ
極
端
な
る
例
で
あ
る
が
、
總
て
ギ
ル
ド 

な
る
.も
の
は
家
族
丨

或
ひ
は
も
つ
S

適
切
な
る
言
を 

以
て
す
れ
ば
血
族

®

體

——

の
崩
壤

R

連
れ
て
發
往
し 

た
も
の

R

違
ひ
な
い
。
血

^

g

體
は
移
住
.ビ
い
ふ
大

§

 

な
波
濤
の
た
め
に
力
を
殺
が
れ
、
旣

k

土
地
所
有
權
の 

發
生
ま
た
ば
君
長
政
治
奶
行
は
る
く
久
し
い
以
前
^
、
 

そ

の

凝

紳

に

緩

み

を

生

.じ

て

崩

壤

す

る

や

ぅ

に

な

つ
 

，た
。
そ
ぅ
し
て
か 

>

る
崩
鏡
：は
主

S

し
て
土
地
が
一
個 

V

の
手
に
多
く
集
積
さ

.

る
、
結
染
で
あ
つ
て
、
恰
も
爱

.の
時
代
に
於
い
て
資
本
が
小
數
者
の
所
有
に
收
め
ら
れ 

.

■

る
結
粜
、
« :

業
全
體
の
：狀
態
に
非
常
あ
ふ
變
化

t

及
ぼ 

し
、
：遂
ひ
化
ク
ラ
フ
ト

‘

ギ

V

ド
は
消
滅
し
て
終
つ
た 

と
全
く
同
じ
や
ぅ
で
あ
る
。

:
:

:か
く
の
如
く
血
族
湖
係
が
消
滅
に
歸
し
、
谷
人
は
孤〗 

*
し
，て

生

活

土

に

多

大

_の
：不
便
ビ
困
難
ビ
を
感
す
る
や 

ぅ
に
な
つ
て
、
兹
R
始
め
て
組
合(Association)

な
る 

も
®
、
必
要
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
，組
合
は
相 

’M

扶
助
.の
た
め
に
血
族
關
係
に
代
る
、
新
しs

結
#
に 

:

外
な
ら
な
い
の
で
*-

る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
血
族
關
係 

が
十
分
^
カ
强
い
も
の
ビ
し
て
存
在
す
る
限
b
組
合
丨
. 

I
從
つ
て
ギV

ド
制
度
^
^
Iは
發
生
す
る
餘
地
が
な
い
. 

し
、
ま
た
發
生
す
る
必
要
も
な
か
つ」

た
の
で
あ
る
。
何
へ 

ど
な
れ
ば
か
/
\る
場
合
に
ギ
ル
ド
櫚
度
0
成
し
就
ぐ
べ
：

,ジ
&
重
要
な
る
：職
分
は
總
て
血
族
随
體
が
自
身
で
Zれ

に 

;

當
つ
て
ゐ
た
.か
ら
.で
あ
る
。
 

. :

な
制
度
で
.は

"

到

底

新

し

い

ま

た

も

つ

ビ

廣

汎

な

必

要 

に
應
ず
る
こ
ゼ
が
出
來
な
く
な
つ
れ
場
合
^
、
か
、
る 

自
然
的
•職
絆
に
代
っ
て
意
識
的
に
組
織
が
ら
れ
た
人
爲 

_
的
制
度
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
玆
で
今一

っ
注
意 

し
な
く
は
な
ら
ぬ
こ
ビ
は
、
か
、
る
必
要
に
應
ず
る
た 

，め
に
國
家
.が
存
在
す
る
場
各
で
あ
る
。
乙
の
場
合
に
は 

矢
張
ギ
ル
ド
は
發
生
す
る
こ
ど
が
出
來
な
い
。
故
に
+

-

分
播
カ
を
有
す
な
國
，̂

が
成
立
し
化
る
_
に
於
い
.て
は 

ギ
ル
ド
は
そ
の
發
生
を
促
し
た
る
當
初
の
;«
«
を
鉍
11 

し

ない
！！

に

は
.行
か
な
い
C 

'
何
故
S
い
ふ
1:
從
來
ギ
ル 

ド
が
成
就
し
た
職
分
は
總
て
國
家
^
ょ
り
て
爲
さ
る
> 

や
ぅ
に
立
到
る
か
ら
で
あ
る
。pa

oqr
a
v
e

がDictionarv 

of Political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

V
o
L

 

II 

に
於
い
て
、

「

舊
い
血
緣

(
k〖

n
-

b
o

n
d

}

 

I

即
ち

M
a

e
g

t
h

ま 

い
た
は

f

 

.

—

が
消
失
じ
且

0

_
^
の
發
達
が
米 

::
.

.

だ
十
分
で
な
い
時
、:

各
人
は
岛
然
^
相
互
扶
助
の
た

畢
竟
、;

ギ
ル
ド
制
7 ^

は
舊

.

い
血
族
随
；體
ヒ

.

$

上

や

ぅ
.

め̂

闺
結
す
る
も

0

で
あ

.

る
。」

.旗
十
五
舞(

1 .

ニ
七)

雜
錄
ギ
ル
ド

|

淑
.に
就
ぃ
て

..

. 

ノ 

-

第

二

號

r
5



.

¥

1
 (

：
.”
<

)

•

,
錄
：

ギ
ル
ド
！

て 

'

'

. 

革 

一V
 

ご
マ

.

S

?

ゐ
る

I

は
、
：I

蒙

観
t

簡
f

あ

s

 

J

I

歷
追
を
試

|

の
で
十
分
な
る
發

f

 

る
が
、
よ
く

S

を
f

ゐ
る

'

も
の
で
あ

|

肯
か
し
出
來
な
か
っ
た
，
尤

I

ル
ド
の
：聚

f

阻
寒
し
？
 

:>
,

る

1

: 

の
は
こ

0

:

法
令
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
外
に
も
色
 々

然
か
ら
ば
如
何
に
しH

組
合
が
組
織
せ
ら
れ
た
か
、

の
原
德
伏
在
し
て
奢
の
で
あ
つ
た
。
そ

H

 

.

'

家
族
が
崩
壞
し
て
久
し
い
年
月
を
經
て
ゐ
る
こ̂

，
で
あ
一
ら
ギ
ル
ド
は

.

.

決
し

.
5

折
し
て
終
つ
た
の
で
.次
ハ 

れ
ば
、
勿
論
血
緣

2

つ
て
組
織
せ
ら
れ
た
の

|

へ

|

い
。：
自
然
的

i

が
緩
む

S

れ
て

5

f

 

f

て 

こ
Z

は
明
か
で
あ
る
。
人
々
は

h

に
同
業
权
よ
る
か
、

\

來
る
や
う
に
な
つ
お

o 

」

或
ひ
は
乳
通
の
利
银
關
係
に
よ
つ
て
組
合
嘉
織
す
名

|

ま
た
ダ
ル

，

T

 

二
丨
民
族s

開
に
は
實
際
上
血
族
關
險 

一：
S

つ
た
も
の

I

る
。；從
つ

i

、
る

厨
I

輝

，

す
る
限
り
組
合
は
.永
f

る
の
I

I

し
？

の

でI

族
關
係
I

ん
t

ぁ

ガ

-:
:

1
が
：
|

_

、

：
^

|

 

I

 

j 

I

J

写

(

そ
れ
I

s

彼
I

法
f

見
れ

し

て

n
a
m
a
^
t
e
r
n

I'c
s

パ
、,

D
e
u
l
e

 

I
t
s
c
h
a
T

 

.ば
明
瞭
に
推
察
し
s

i

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
彼
等

地

I

f

ル
ド
n

i

l

人

I

屋

i

に
"

_

つ
た
人
々
の
5

ど
が
、
.
フ
ー
フ
ン
ク
帝M

の

著

し

い

產

を

喪

つ

彦

、
i

例
へ
ば
雛
■
し
た
や
I

f

,

特
色
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、C

h
a
r
l
e
m
a
g
n
e

出

づ

る

は

W
荷
を
救
濟
し
5

る
せ
か
、
‘
 
へ 

X
>K
!
ト
?)
;
上 

S

び
中
央
集
權
s

f

抱
い
て
、
f

 

S
令

を

げ

S

I

1

場

合

竺

：截
傳

を

し

て

や

f

か

死
者
を
埋
雜
す
石
.と
か
、
又
は
他
人
の
所
有
す
る
田
畑
.
る
定
說
ビ
い
ふ
も
の
が
な
い
。
.
そ
う
し
て
こ
の
問
題
に 

の
搞
随
^
細
を
作
_り
>
共
同
：の
刺
益
の
た
め
；に
狼
を
»

:
.は
ニ
種
の
.見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
.る
。
即
ち
一
は
：

I

丨
マ
.
 

る
係
蹄
を
構
え
る
^
か
い
ふ
や
う
な
義
務
が
あ
つ
た
こ 

' 

の
組
合
に
を
の
源
を
發
す
る
ど
い
ふ
說
ど
、
之
れ
を
® 

V 」

を
知
る
の
で
あ
る
。(J

a
c
k

前
揭p.p. 

3
4
- 3

6

參
照)

。.
y

定
す
る
說
及
び
中
世
の
自
由
民
の
»|
艘
？

と
ぃ
ふ
說 

'^
ほ
キ
ル
ト
は
人
の
防
»
で
あ
つ
て
、：
現
在
行
は
れ
一
ビ
毅
民
の
幽
體
な
り
ど
い
上
說
こ
れ
で
か
る
。
ギ
ル
ド 

て
ゐ
る
童
社
や
組
令
+
資
本
の
：|1
躜
で
あ
る
を
は
非
常
の
起
鲰
は
ロ
ー
マ
の
組
合
：
にありとするのは

.
o
o
o
t
e

 

に趣を異

it
す
る

S
い
ふ
點
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
及

s.. L
a
m
b
e
r
t

の
主
張
す
る
と
こ
る
で
、
ギ
ル
ド
を
以 

■

:

の
で
*
る
が
、
を
れ
は
以
下
に
述
べ
や
う
と
す
る
ね
.1

て• Collegia

〇p
t
B
c
u
m

及

び

m
opu
^
•贫

W-
の
繼
«
し 

了
時
代
办
紐
合
に
就
い
て
見
办
ば
^
く
判
る
こ
ー
ビ
で
あ
た
る
も
.の
で
あ
る
と
着
做
す
の
で
あ
る
。
然
しAll

ら
ロ 

る

か

ら

M

^
で
は
妒
に
^
じ
贫
い
こ
^
に
す
る
。

1
.
1

T
及
獨
逸
の
«
合

fratarnMes

は

-S
に
.酷
似
す
る
m 

/ 

;

.
が
あ
る
け
れ
ゲ」

も
、
こ
れ
を
以
：て
直
ち
^
兩
者
の
間
に 

3
て
以
上
論
す
る
^
こ
ろ
は
ギ
ル
ド
必
性
質
、：

即

ち

•
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
^
す
る
の
は
早
訏
に
失
す
る
0
 

V

ル
ド
ビ
は
如
何
な
る
制
度
で
あ
る
か
ビ
い
ふ
乙
^
に

加

之

ロ

I
マ
，
の

組

合

が

不

斷

に

繼

續

し

て

獨

逸

に

及

ん 

就

で

の

極

,^
て
雜
駿
な
槪
論
で
あ
る
が
、
然
か
ら
ば
•か

V
で
ゐ
る
匕
い
ふ
證
據
は
殆
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

'
'く
の
如
き
性
質
を
有
す
る
ギ
ル
ド
は
如
何
に
し
て
發
生
こ

.の
說
に
は
到
底
賛
威
す
る
こ
S
は
出
來
な
い
。

へ
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
：れ

に
關
し
て
は
旣
に
幾
多
の
ロ
ー

マ
の
紐
合
11
«
は
中
世
紀
0
ギ
ル
ド
の
起
源
ビ 

ノ
冷
ボ
硏
究
し
.た

ビ

己

乃

で

，
あ
,
が
、
未
だ
に
確
乎
た
.す
る
^
と
は
出
來
な
い
こ
ミ
.は
：以
上
の
如
く

で
.あ
る 

^
十
5£
怨

(
1
1
1

九
^

雜

，
錄

ギ

か

>
-
0越
源
に
就
い
：
て

- 

第

;
一

 

0 

ニ
ー
九
：



1
3
0.

)

第

號

I 

H0

が

、

自
分
は
保
險
の
方
两
か
ち
兩
僩
度
を
«
察
す
る
の
.
. 

.が
生
眼
で
あ
る
か
ら
、

口
ー

マ
せ
*
逸
ヒ
の
組
合
が
如 

%

な
る
飢
織
の
も
の
で
あ
つ
た
か
に
就
い
て

r
E^'
:

a 

.に

.據
つ
て
少
し
く
論
じ
て
•見
た
い
ビ
思
ふ
。
然
し
乍
ら 

こ
の
比
顧
舊
究
を
な
す
の
；理
凼
で
、
ギ
ル
ド
の
起
源
は
. 

V

I
マ
に
あ
0
と
主
張
す
る
、も
の
，で
あ
る

>、

」

.誤
解
せ
ら
. 

れ
な
‘い
や
ぅ
に
特
に
御
斷
b
し
て
置
く
。
.
,

,
米
國
の
'ニ
'學

激(Baltimor

-rD
U
I
l
d
e
r
w
H
t
e
r

 

の 

W
-

 

S
.

:^
こ
は
組
合
の
原
則
の
起
«
を

#1
究
す
る
に
方
つ
て 

發
M
し
た
る
、
種
々
散
在
し
た
也
實
を
整
，现
し
た
1
で 

あo
^
E
s
s
e
n
i
a
n
s

の
こ
ビ
か
&-
筆
を
起
し
て
ゐ
る
。

一
 

こ
れ
は
宗
敎
の
碰
ん
な
猶
太
民
族
の
唯j 

:部
分
^
過

ぎ

Z
 

な
い
が
、
彼
等
は
.

一

■
の
典
產
的
社
會
を
組
織
し
、
各

\ 

組
合
員
は
總
て
生
活
に
必
，要
な
る
も
の
を
其
處
か
ら
将 

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
商
業
に
ょ
つ
て
散
在
し
れ
る 

>
l
e
x
a
n
d
r
l
.
a
u

於
け
る
猶
太
人
の
猶
太
敎
會(Syna

の
？ 

1

^
に
關
す
る
議
論)

は
、

常
時
の
'古
代
、猶
.太
说
族
の
：
：

.
ra
-K
H
r
a
d
e
d
l
d
s
^

に
類
す
る
ニ
稀
の
姐
合
が
ぁ
づ
た 

こ
ビ
を
示
し
て
ゐ
.る
，
。(

G
f
a
e
t
z
w
H
i
s
t
o
r
y

 

of 

the 

Jews, 

VOJ
L Hi 

p. 

34,)、

A

f

R
於
て
は
，ソ 

口 

ン
の 

法
#(

SO
I
O
a
c 

L
a
w
)

が
全
社
奢
の
幸
福
を
增
烟
す
る 

ー
た
め
^
.、
商
業
胤
合
を
，組
.織
す
る
こyi

を
許
容
し
、
ま 

た

S
p
a
r
t
a

に
於
.い
て
は
か
、
る
組
合
の
加
入
梅
は
世 

一.
.
.
'
fe
せ
.ら
’れ
て
ゐ
.

や̂
ぅ
で
*
,る
，
0 

.
'E
に
< ロ.
/
—マ
に
於

い 

,

て
は
組
合
，の
^

#

^

‘
ら
'る
，/

1 

.に

.至
つ
た
の
は
®
る
古
い 

こ
ど
で
ぁ
つ
て
ヽ
-o
^

—

マ
王N

u
m
a

 pompilius.
(

紀
元 

.#*
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な
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あ
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あ
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3 

M 

9
に
栽
つ
て
ゐ
5'
。「

さ
て
彼
等
は
斯
？
,
&
丨
 

一e
d
g
e

に
步
み
出
て
、

土
.を
®

b
上
^
る

か

J
た
は
切 

:
、

下
げ
て
、
兩
踹
が
し
つ
か
り
ど
地
に
あ
る
や
ぅ
に
土 

の
!|
|

#
を
.作
り
、
さ
ぅ
し
7:
.を
0
-?
.に
彫
刻
0
.あ
る
输 

を
#'
け

、

人

の

手

が

鎗

の

尖

端

ま

た

は

鎗

の

綴

釘

^

觸 

れ
る
や
ぅ
に
し
て
:f
t
く
。自
人
の
者
が
そ

の
下
を
行
く

。
 

か
く
し
て
彼
等
自
か
ら
血
液
^
出
し
、
そ
の
血
液
を
頸 

飾

の

下

ド

裸

出

し

に

せ

ら

れ

だ

土

地

化

|
:
:
込
贪
せ
ヽ

土

、こ
血
液
ど
を
«

さ

促

せ

る

の

で

あ

る

。.
3

ぅ

し

て

彼

說

く

ビ

こ

ろ

は

.家

族

か

ら

發

生

し

た

ご

い

ふ

思

想

に

仅 

鸫

て

の

者

は

脱

い

て

互
^

ぬ

分

の

肉

親

の

兄

第
^

對

對

す

る

も

の

で

あ

る

。
何

、匕

な

れ

ば

彼

の

謂

ふ

V」

己
ろ 

す
^

如
く
報
«

す

る

ビ

い

ふ

誓
¥

立

て

、
神

々

の

照
1

.

を

以

て

す

れ

ば

、

f
b

s
t

e
r

-
b

r
o

t
h

e
r

h
o

o
d

s

は

k
b

.
 b

o
n

d

こ 

を

請

ひ

乍

，ら

互

に

手

を

捉

，り

合

ふ

の

：で
あ
る」

ビ
。

•

代

つ

て

起

る

も

の

で

は

な

く

て

、
雨

者

共

^
並

び

存

す 
p

a
p

p
s

h
d

m
v

の
i

の

說

は

以

上

諭

じ

來

つ

た

人

々

j

 

.

る

も

の

で

あ

る

か
S

で
.
あ

る

。

の
說
、、こ
は
.，全

く

相

異

ず

る

も

の

で
^
る
。
教
は
'ギ

ル

ド

|

'
ギ
ル
ド
組
織
に
就
い
て
维
|
k
述

べ

た

る
、じ

乙

ろ 

の
'起
源
，を
説
明
す
‘る
^
微
祀
宴(

5
以0
ユ
5
<
^
1
^
1
1
<
^
1

&)

一
 

は
、
旣
^
明
か
な
る
や
ぅ
^

フ
ラ
ン
ク
帝
國
か
ら
得
た 

0し
キ
リ〔

ス
ト
敎
、匕
が
共
じ
決
览
的
婴
素
、匕
な
，つ
て
ゐ
る|

る
も
の
で
あ
る
6
然
か
る
R

B
r
e
n
t
a
.
n
o

の
.如
ぐ
1
令 

Z
ビ
を
弹
認
す
る
、
；論
者
謂H

U

前
者
に
於
て
例
へ
ば|

ギV

ド
の
真
生
地
は
英
國
に
あ
b
ビ
0
說
を
な
す
も9

 

必
耍
に
方
つ
.て
相
互
扶
肋(

の
乾
め
に
起
苍
^

 

さ

ぅ

し

て

系

I

の
如
き
も
贫
た
t

0
見

解 

V

ば
、何

等

密

接

な

永

績

神

な

關

に

へ

を

採

つ

て

ゐ

る

'
?之
：れ
忙
對
し
て
反
對
の
意
見
：を
有
す 

な
い
で
^,
な
.い
か
。
ま
:^^

於
^
モ
初
»
0,
^
敦

.1.

る
も
の
はG

r
o
s
s

や

s
s
g
m
a
n

な
ざ
が
あ
る
。
今
見 

叹
1防

の

生

要

装

奢

'し
^

?

#此
«
上
^
撕
儕
思
氐
0
0贺

ぐ

る
、、こ
乙
ろ
の
初
期
の
.ギ
ル
ド
妃
遍
す
る
詳
細
な
る
法
令 

f
e
u
d
》

^
.灸

.？

«

蓮

.
が
、
多
ぐ
英
國
の
¥

ル
ド
に
關
，す
る
も
の
が
あ
る
5

し 

に 

m
h
M
m
s
s
m
M
M
M 

&

違
a
な
い

e

乙•
ろ
で
あ
-る
が
、
乙
れ
は
疑
び
も
'な 

m

^

. 

^

^

國
の
諸
王
が
寬
太
，で

2>

つ
.

た
ビ
い
：ふ
利
益 

^

^

§

齡
§

^

4̂

^

れ
0:
次
ぜ
^

^

^

^

^

^

3

 

.

.
钇
離
陳
於
有
し
て
居
た
か
ら
で
，

Q

る
。

A
n
g
l

o'^
a

x
o

n

 

2
%

^)

':
.

:

%

*

%

>

^

,
ィ

の

ぃ
^

^
 

笫
’1

號
：

J

H

五



笫
十
蓝
怨(

1

三
六)

'.
.
,雜

‘
錄

¥
ル
ド
の
趄
源
1
1
1
1
い
て 

、
 

.笫

ー

雛

ニ

3
六 

. 

i

.

.gnd

の
發
達
の
一
部
は
、
デ
ン
マ
グ
ク
人
の
侵
入
化
よ
る
く
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
れ
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
乙
の
法
令 

-

f
觀
I

時
代
に
5

?

へ
が
あ
る
で
I

う
。
シ

の

S

せ

ら

れ

て

二

十

五
^
^

,

:
0

そ
は
见
に
佝
、
.以
下
少
し
く
ギ
ル
ド
に
影
響
を
及
ぼ
; :

に
、
か
く
の
如
&

も
の
.は
契
約
に
よ
る
ビ
よ
ら
ざ
る
ビ 

•

す
こ
0
J

頗
る
大
で
あ
つ
た
_

家
の
.
法
令
及
5

敎
會
法
の
.

を
間
は
ず
絕
對
に
禁
遏
せ
ら
る
、
や
う
^
な
つ
れ
ノ
苦 

虫
*

な
る
も
の
牝
就
い
1 :

述
べ
t

見
た
い
ビ
思
ふ
。
，先
ニ
し
乙
の
禁
令
を
犯
す
も
の
が
あ
ら
ば
そ
の
違
犯
の
嵇
度 

づ
組
合
の
制
限
ま
た
は
.
禁
遇
を
目
的
.、こ
し
た
法
令
の

.

R

よ
り
て
苔
刺
を
課
し
ま
た
時
に
は
死
刑
さ
へ
も
課
せ 

.
中
で
最
も
多
く
引
用
せ
.
ら
'る
.
、
の
は
彼
の
^

ャ
|

レ：マ，|
..
.|
:.
..
.ら

^

の
で
あ
る
。
同
‘
じ
や
う
な
.«.

滕
の
#
刺
は
八
ご一 

ン
法
令

(
c
a
p
i
t
u
l
a
r

 

o
f

 

C
b
a
r
l
e
§

g
n
e
^
^
^
^

 

、こ
の
法
#
は

奴

隸

の

，

 

「

丨
•

の
法
令
は
七
七
九
年
に
，敬
布
せ

£

れ
た
も
の
で
、
組
合
'I

糾
合
.
に
關
す
る
も
の
で
、
'奴
隸
の
組
合
は
當
時
フ
ー
フ
ン 

の
形
式
に
對
し
て
* '
1

靡

度
^

出
で
た
法
令
で
あ

j

ダ
ー
の
海
岸
方
而
其
他
の
地
で
盛
ん
に
組
織
せ
ら
れ
て 

る
ぺ
か〜

る
法
令
の
發
咖
せ
ぐ
る
^

に
至
り
た
る
は
旣
ー
居
た
も
の
で
あ
る
。
 

' 

ノ
 

に
ギ
ル
ド
、
そ
の
中
に
あ
6

て
も
火
炎
ま
た
は
海
雛
に
-」
を
の
後
^

於
い
て
ヽ
ヵ
ー
ロ
ア
ン
の
勅
令c

a
r
l
o
m
a
n
w

 

'

.

因
る
损
害
斟
故
に
對
じ
て
相
互
抉
助
の
目
的
を
有
す
る
—

高
ネ
が
八
八
四
年
亿
狻
布
せ
ら
れ
、
ギ
ル
ド
の
紐
織 

^

;ン
ぐ
し

ギ
ル

K

は
可
成
よ
く
發
達
し
て
屈
 ̂

•

—

察
す
る
ビ
こ
ろ
人
民
は

s
t

h

 

g
i

l
d

s
.

を
組
織
し
て 

.

.
は

れ

る

。
，
さ
う
し
て
こ
の
法
^

は
か

 

>

る
« 1

合
を
組
^

.

强
盜
の
掠
奪
に
備
ベ
た
も
の
で
*

ら
う
丨—

を
禁
11

:
す 

:す
る̂

:

ビ
は
別
に
禁
止
し
な
い
の
：で
あ
る
扒
、
じ
か
し
る
に
至
つ
た
。

.糾
合
が
相
亙
に
契
約
を
交
し
で
聯
合
す
る
乙
ビ
は
嚴
し
前
に
述
べ
た
る
こ

s

k
關
聯
し
て
、
初

期

の

法

令

を
,

,

觀
る
こVJ

は
興
味
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初 

.は
飲
酒
の
惡
風
に
對
し
て
執
衧
甘
ら
れ
、
滕
に
爾
ス
テ
，
 

K

エ
シ
の
た
め
に
或
は
君
主
i
^
は
を
の
小
供
の
記
念 

の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
•る
成
ふ
組
合
^
反
對
し
て
け 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
;我
が
は
.
し
れ
等
の
も
の
を
ギ
ル 

ド
ビ
呼
ぶ
こ
ビ
が3

3

來
る
か
否
か
，
何
れ
で
も
構
は
な 

.い
；、
*
ギk

ド
©
內
で
重
勝
簾
分
は
何
か
ビ
云
へ
ぼ
、
 

總
て
飲
食
の
.し

，rし
で
あ
つ
た
の
•を
記
憶
し
な
け
れ
ぼ
な 

^

ぬ
。
そ
れ
故
に
敎
會
に
於
て
く

さ

へ.も

こ
れ
^

對
し 

て
特
R
警
吿
を
發
す
^
必
要
が
あ
つ
介

程
で
あ
る
。

I
 

——

一
例
^
擧

げ

て

言

へ

ば

葬

儀

其

他
'©
.
こ

れ

に

類

す

る 

や
ぅ
な
場
合
に
雨
者
の

_

に
^:
罾

か

の

聯

絡

が

あ

つ

れ 

S

い
ふ
こ̂

は
容
S

に
想
像
す
る〜

-

^

が
出
來
る
。

:

-
ギ
ル
ド
の
主
義
に
對
す
る
態
役
が
後
年
に
庚
つ
ゼ
稍

緩

和
r
c

れ
V
I

來

れ

の

は

ラ

ィ

ム

ス

の

僧

疋

ヒ

ン

ク

、マ.
1
 

の
敎
#

法

(
t
h
e

 

C
a
p
i
t
u
l
a
r
i
e
s

 

o
f

 

H
i

n
c

m
e

vr1

卜
 

M
? r
c r

K -
げ 
I

:

力
を
恢
復
し
、
ギ
,
ド
制
度
を
破
壊
す
る
も
の
に
あ
ら 

' :

で
ギ
ル
ド
の
活
動
の
範
圆
を
宗
敎
的
方
而
R

側
服
せ
ん 

V
J

す
る
も
の
で
あ
る

:

°
ii
f

ち
死
^

の
»

儀
ノ，レ
力
救
！̂
等 

の
こ
ビ
ヒ
專
ら
行
は
し
め
や
ぅ
ビ
し
れ
の
で
で
る
。
 

j

以
上
は
ギ
ル
ド
の
起
源
^
關
す
る
諸
說
の
大
要
で
あ 

る
。
，今
こ
れ
等
の
說
を
比
較
す
る
時
は
ギ\

ド
が
如
M
 

に
し
て
發
生
し
、
ま
た
如
何
な
る
制
度
ょ
b

進
化
し
た 

も
の
で
あ
る
か
略
推
擦
す
る
こ
ご
が
出
來
る
ビ
思
ふ
。
 

i
.

血
族
则
體
の
.基
礎
が
崩
壤
し
、
‘然
か
も
之
れ
に
代
り
て 

j

s

.

Kの
生
命
の
保
識
ビ
財
産
の
安
寧
が
十
分
に
保
證
せ 

j

ら
れ
ざ
^

時
自
然
に
組
合
の
必
耍
を
悟
り
、
後
に
か
>

:

る

組

合

の

便

益

を

知

悉

し

て

か

ら

は

、’

以
上
■の
外
の
場 

一
.

^

も

積

極

的
^

組

合

を

組

織

す

石

ゃ

ぅ

^

な
つ
た
も 

>

の

で

あ

る

。
^

た

紐

合

は
@

も

な

く

何

れ

の

時

代
}<
:

於
 

S

も

て

宗

敎

的

な

感

化

を

蒙

る

こ

ご

が

多

か

つ

た

。

こ 

れ

は

ロ

ー

マ
時
代
の
組
合
^

も

中

世

ゲ

，ル

マ

二

ー

の

^

 

合
^

も

共

撖

で

あ
0

れ
€

祖

ふ

。
然

し

乍

ら
こ
れ
の
み

01

號

ご

ュ

セ

op 

of R
h
e
i
m
s
)

に
®

は
れV

ゐ
る
。
.
T
Vれ
は
敎
會
の
努

第

十

宄

卷

C
1

H

七)
m

 

I錄

ギ
ル
F

の
趄
源
に
就
い
て



MT
n
;
.
.
!
,f
'
:
'-
-
-
 

«;
f 

K,
v 

> 
i.
v
n
u.

i
p
v
i
l
f
^
u
^
u
a.
t
^
n
p
u
u
w
y
y
^
-̂ 

 ̂

( 

J;
 

、v
;
f
!,

'
v
v
 

‘ 
, 
i
f
 

'it
lv
r

 

'

ト

へ

: 

t 

‘
，
；—
 

K

v
 

"

 

—

 

l

!

n

u
 

- 

!
i 

^

1
 

^

<

1

5

, 

” 

1
,
,
^
- 

\
:
!
:
.
v
-
u 

.,■/ 

l

-

h

i

^

H

'

c

h

d

w

l

v

-

i
 

, 

. 

-
h
^
u
' 

'

:

'

,
 !

.

.

.

.

.
f

;
 

-
;l
!

~

 

卜’ 

.V
,
,
.
"

、：
'

,

し，.
1 '
.
.

，，
'

, h
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r
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ブ̂̂
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,；A

箱
十
iS
卷

ハ

1
三
八
y

雑

•錄

生

#
權w

#

殺
锱 

を
以
て
中
低
ギ
ダ
ド
が
ロ
ー
マ
に
起
源
を
發
す
る
ビ
い 

ふ
こ
ビ

'

は

出

來

な

い

。

何

故

な

れ

.«
'

こ

の

兩

漭

の

問

に
 

糨

續

的

な

關

係

を

證

«

立

て

る

も0
は

な
ぃ
か
ら
で
あ 

る

。

そ

れ

故
^

同
じ
必
要
に
ょ
り
同
じ
狀
態

^

於
て
發 

生
し
た
.る
兩
制
度
が
顏
似
し
て
ぬ
る
ご
い
ふ

®

實
i

り

； 

外
| ^

は
>

推

斷

す

る

こ

ビ

が

出

，來

な

ぃ

も

の

で

办

る

。
.\

.
第

.一

號

i

三
八

生

存

權

：ミ

自

殺

權

铒

孫

, 

:
.
I
n 

®

郞

吾

人

が

s

己

め

生

存

を
*

#

す

6!
の

權
利
.
ば

、

又
た

\ 

' 

 ̂

> 

、
/ 

—

 

- 

■

―
 

- ( 
ノ

 j 

;イ

,ノ
< 

「

-
,
/ 
.
6 

n
<
r

 
む

 

/

然
ヵ
毛
各
瓦
族
に
ょ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
双
し
た
風
俗
留
..| 

.之
れ
を
.滅
絕
サo

む
る
の
權
利
を
包
へ
学

る

> J VJ

な
き

慣
I

く
ギ
ル
ド
の
形
議
馨
し
て

f

こ

ビ

染
_

や
。.

若
i

人
が

f

l

の
I

I

し
J

す
る

ふ\

■ »

ら
さ
る > 
ご
し
で
あ
る

®
に
驾
け
た
ケ
ル
マ
二 

\

權
利
代
し
て
、五

！！

人
が
菩
人
自
身
の
財
摩
に
謝
し
て
%
 

1
の
：名
^
'0
嗓
き
は
^

0
最
も
著
し
い
肩
で
あ
る
。

|「

す
る
權
利
ょ
り
類
推
し
得
可
し
と
.せ
ば
、
誉

に

之

れ 

賞
キ
ル
ド
の
起
源
に
.關
じ
て
論
す
べ
き
習
は
多
ぐ
，.|
を
保
持
す
る
の
權
S

、
之

f

養
應
し
て
"

I
破 

次
る
4
免
失
f
な
々
。
終
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